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鉄系超伝導体Lallll系及ひ:BaFe2(As，P)2の磁気散乱
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数多くの種類が存在する鉄系超伝導体の中で、我々は特に LaFeAs01-xFx(勾nax=28K)と

BaFe2(As，P)2 (T~ax=31 K)の粉末試料をフェルミチヨツパー型分光器(四季:BL01)を用いて系

統的に調べてきたので、その結果について報告する。

(1) LaFeAs01-xF x (La1111)系:スピン揺らぎと超伝導

Lallll系で、母相から超伝導相まで系統的な研究を行った結果、超伝導試料 (x=5.7，8.2%)にお

いて、母相 [1]と同様な r-M点間のネスティング条件に対応する Q位置にスピン揺らぎが観測さ

れたのに対して、 Tcが抑制されたオーバードープの試料 (x=15.8%，丸 rv7 K)ではスピン揺らぎ

は観測されなかった [2]0そこで同様に丸の低いLaFePOO.9(丸 rv5K)を調べたところ、この系で

もスピン揺らぎが見られなかった。これらのことは超伝導とスピン揺らぎの強い相闘を示唆する。

(2) BaF、'e2(As，Ph:オーダーパラメータの対称性

鉄系超伝導体の中で最高のれを有する Ln1111系の超伝導ギ、ヤツプ対称性は磁場進入長や中性子

散乱実験などの結果から一般にフルギ、ヤツプS土波だと考えられている。一方、 BaFe2(As，P)2では

その比較的高い丸(=30K)にもかかわらず、磁場進入長や熱伝導度の実験より超伝導ギャップにラ

インノードが存在することが提案されている。従って対称性の異なる BaFe2(As，P)2では La1111

系とは異なる磁気共鳴モードが見えることが期待される。我々は、最適ドープBaFe2(Aso.65PO.35)2

の粉末試料(rv36g)を用いて中性子非弾性散乱測定を行った。予想に反して、我々は他のフルギ、ヤツ

プS土系の鉄系超伝導体と同じ Q位置、同程度の共鳴による増大率を観測した [3]。

講演ではこれらの中性子非弾性散乱の結果に基づき、高Tc超伝導と磁気揺らぎの関係性の可能

性について議論したい。
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